
栃木県 宇都宮市

自治体ＳＤＧｓモデル事業

人づくり・情報プラットフォームを活用した
まちづくりイノベーション創出事業
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１ 宇都宮市の課題

◇ 経済，社会，環境の各側面の取組に「つながり」と「循環」を創出

宇都宮市が目指す姿

まちづくりにおける課題

ＳＤＧｓへの貢献に向けた課題

宇都宮市全体でのＳⅮＧｓの理解促進と市民・事業者とのパートナーシップの強化課題

「ヒトの“うごき”」とそれをとりまくモノ・情報の交わりの活性化課題

ⅰ 次代を築く人づくり
ⅱ 健康づくりと福祉の充実

ⅲ 安全・安心な地域づくり

ⅳ 都市の個性づくりの更なる強化と魅力の発信

ⅴ 地域経済を支える産業の活性化と環境調和型社会の構築

ⅵ 骨格の強い都市の形成

重
点
課
題

第６次宇都宮市総合計画
「輝く人の和 つながるまちの環 魅力と夢の輪 うつのみや」

➤ 市民・事業者・行政が同じ視点，理解のもと目標に向かって協力・連携する基盤づくり

➤ 消費や社会活動，移動，学習といった都市の活性化の源となる様々な活動を生み出す

utsunomiya city

本市の地域資源を
活用し

課題解決に取り組む！
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２ モデル事業の概要

社会

環境

経済

ヒトの“うごきを活発”にする環境の創出 ヒトが“うごきやすい”環境の創出

ヒトの“うごきを「エコ」”にする
環境の創出

●ネットワーク型コンパクトシティの推進

●誰もが安心して簡単に移動できる

LRTを中心とした交通ネットワークの充実

●子育てと仕事の両立支援

●地域再エネの地産地消の推進

●市民由来の廃棄物資源の有効活用

●「もったいない運動」による人づくり

三側面をつなぐ統合的取組
①ＳＤＧｓ人づくりプラットフォームの構築

②Society5.0社会対応型

シュタットベルケの構築

◇持続的に発展し続けられる宇都宮市を目指し，市民や事業者，行政に新しい“うごき”を創出

●都市拠点への

高次都市機能の集積

●戦略的観光事業の推進

●女性の雇用創出・就労の促進
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３ ＳＤＧｓ人づくりプラットフォームの構築
（１） 取組概要

■ 市内の多様なステークホルダーにより構成された
「宇都宮市もったいない運動市民会議」をベースとした
「（仮称）ＳＤＧｓ人づくりプラットフォーム」を創設

■ ＳＤＧｓを市民運動として広めていくための母体として，
ＳＤＧｓ推進の全体マネジメントと具体的な普及啓発を実施

【主な活動】

ＳＤＧｓをメインテーマとした
シンポジウムの開催

勉強会の開催

イベントへの参画

環境配慮実践行動の促進
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新たに創出される価値

・市民における環境配慮行動の拡大

・市内企業による社会貢献の創出

utsunomiya city

【経済⇒社会】
・ＳＤＧｓの視点を取り入れた事業活動
を行う市内企業の増加

【社会⇒環境】
・ＳＤＧｓの視点を持った持続可能な
行動ができる市民の増加

３ ＳＤＧｓ人づくりプラットフォームの構築
（２） 相乗効果
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◇市民の自律的なＳＤＧｓの取組拡大
◇行政に依存しない主体的・自律的な活動の実現

もったいない運動との
連携

独自の財源確保

市民・事業者のSDGsに関する活動を拡散！

様々な場面・かたちでの市民・事業者の活動を支援行動の連鎖 行動の連鎖

相談 支援 連携

取組の充実 取組の充実

３ ＳＤＧｓ人づくりプラットフォームの構築
（３） 自律的好循環



ルート検索

交通手段検索

予約・決裁

地域新電力会社を
エネルギー会社から

まちづくり会社（シュタットベルケ）へ
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エネルギー交通 ヒト・社会

統合型情報プラットフォーム 解決策のアウトプット

課題のインプット

統合型
情報プラットフォームの活用

超スマートシティ
サービスマネジメント
プラットフォームの
構築

共同研究

新たな
地域サービスの

提供

Society5.0社会に対応した
様々な地域サービス

■ 統合型情報プラットフォームのシステム・インフラを活用し，新たに設立する地域新電力会社を
エネルギー会社からまちづくり会社へ発展。経済，社会，環境をつなぐ新しい地域サービスの創出を目指す。

Ｍａａｓ

４ Society5.0社会対応型シュタットベルケの構築
（１） 取組概要

シュタットベルケ構築に向けた
具体策の検討・実現可能性調査

の実施
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・温室効果ガス排出量の削減

・市内事業者の企業価値の向上

・地域の新たなブランド(LRTのゼロカーボン化など)の創出

・消費行動の増加

utsunomiya city

【経済⇒環境】
・環境配慮型の製品や環境ビジネスの増加

【社会⇒経済】
・地域新電力会社の収益を活用した

公共交通の充実化

４ Society5.0社会対応型シュタットベルケの構築
（２） 相乗効果

新たに創出される価値
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地域新電力による市民発
再生可能エネルギーの地産地消の実現

エネルギー以外の
サービスの構築

◇地域新電力を軸とした新たな循環の創出
◇電力事業に依存しない自立性の高い事業体

身近な暮らしの低炭素化・市民のＱoＬの向上

地域新電力
による
高度な

公的サービスの
提供

循環の加速化

情報プラットフォームの統合・活用

交通エネルギー ヒト・社会

電力供給等から得られた
各種情報を蓄積

４ Society5.0社会対応型シュタットベルケの構築
（３） 自律的好循環

地域の環境課題解決策のアウトプット

課題のインプット

新たな循環を創出
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宇都宮市は，ＳＤＧｓ未来都市に相応しい

「ＳＤＧｓに貢献する持続可能な“うごく”都市・うつのみやの構築」

に取り組んでまいります


